
平成２４年度 第２回 桜井市地域公共交通活性化再生協議会 次第 

 

日時：平成２５年２月５日（火） 午後１時３０分から 

場所：桜井市役所 本庁３階 第一会議室 

 

 

１．開 会 

 

 

２．挨 拶 会長  元田 清士 

 

 

３．議 事 

１）桜井市デマンド型乗合タクシー運行要綱の変更について 

   ・資料１：桜井市デマンド型乗合タクシー運行要綱の変更について 

   ・資料２：桜井市デマンド型乗合タクシー運行要綱別表 新旧対応表 

・資料３：桜井市デマンド型乗合タクシー運行要綱（案） 

・資料４：拡充範囲周辺地図  

 

２）桜井市生活交通ネットワーク計画の変更について 

   ・資料５：桜井市生活交通ネットワーク計画の変更について 

   ・資料６：桜井市生活交通ネットワーク計画本文変更案 

   ・資料７：桜井市生活交通ネットワーク計画別表変更案 

 

３）桜井市公共交通の今後のあり方について 

   ・資料８：桜井市公共交通の今後のあり方について 

   ・資料９：桜井市の人口変化とコミュニティバス乗降数変化の比較 

   ・資料 10：中南部地域のバスネットワーク確保について 

   ・資料 11：読売新聞記事「中南部バス廃止、減便検討」 

 

３）その他 

 

 

 



 
 
 

桜井市デマンド型乗合タクシー運行要綱の変更について 

 
 
１．変更の概要 
   利用者を上之郷地区に住所を有する者と定めていたが、初瀬川上の一部

の地区の住民も利用できるよう拡充する。 

 
 
 
２．変更理由 
   これまでは、 
    （１）桜井市内であること 
    （２）路線バスの停留所から２キロメートル以上離れていること 
    （３）鉄道駅から２キロメートル以上離れていること 
    （４）デマンドタクシーが必要であると認められること 
   以上の４点を満たす地域として、上之郷地区の住民のみが利用できると

定めていた。 
   初瀬 337 番地は上記の（２）を満たしていないが、上之郷地区に隣接し

ており、公共交通機関を利用できる場所まで徒歩で移動するには困難な距

離であり、地元からの強い要望もあったため、桜井市デマンド型乗合タク

シーの発着地として利用可能な地域とする。 

資料１ 



資料２

○桜井市デマンド型乗合タクシー運行要綱別表　新旧対応表

別表第１（第３条・第５条関係） 別表第１（第３条・第５条関係）

上之郷地区 上之郷地区

初瀬川上の一部（初瀬337番地内)

別表第２（第５条関係） 別表第２（第５条関係）

桜井駅 桜井駅

済生会中和病院 済生会中和病院

その他会長が必要と認める区域 その他会長が必要と認める区域

変更前 変更後



桜井市デマンド型乗合タクシー運行要綱 （案） 

 
 （目的） 
第１条 この要綱は、桜井市デマンド型乗合タクシー（以下「デマンドタクシ

ー」という。）について、必要な事項を定めることにより、地域住民の日常生

活に必要不可欠な交通手段を確保し、もって住民福祉の向上を図ることを目

的とする。 
 （運行事業者） 
第２条 デマンドタクシーは、道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）第４

条の国土交通大臣の許可を受けた一般乗合旅客自動車運送事業者が、桜井市

地域公共交通活性化再生協議会との契約に基づき、同法第３条第１号イの事

業として有償により行うものとする。 
 （利用者） 
第３条 デマンドタクシーを利用できる者は、次に掲げる条件のいずれにも該

当するものとして別表第１に定める地区に住所を有する者で、あらかじめ次

条第２項に規定する登録証の交付を受けたものとする。 
（１）桜井市内であること 
（２）路線バスの停留所から２キロメートル以上離れていること 
（３）鉄道駅から２キロメートル以上離れていること 
（４）デマンドタクシーが必要であると認められること 

 （登録申請等） 
第４条 デマンドタクシーの利用を希望する者は、あらかじめ桜井市デマンド

型乗合タクシー利用登録申請書（別記様式）を桜井市地域公共交通活性化再

生協議会会長（以下「会長」という。）に提出し、登録証の交付を受けなけれ

ばならない。 
２ 会長は、前項の申請があった場合は審査を行い、利用が適当と認められる

ときは速やかに登録証を交付するものとする。 
 （発地及び着地の区域） 
第５条 デマンドタクシーの発地及び着地の区域は、別表第１に定める地区の

ほか、日常生活に不可欠な場所として別表第２に定める区域とする。 
 （運行回数） 
第６条 デマンドタクシーの運行回数、運行日及び運行時刻は、別に定める。 
 （利用方法） 
第７条 利用者は、運行事業者に予約をし、乗車時に登録証を提示しなければ

ならない。予約の受付時刻は、別に定める。 
 （利用料金） 
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第８条 利用者は乗合タクシーを利用する時に利用料金を支払わなければなら

ず、運行事業者は利用者から利用料金を徴収するものとする。利用料金は、

別に定める。 
 （乗車拒否） 
第９条 運行事業者は、乗車しようとする者が次の各号のいずれかに該当する

場合は、その乗車を拒否し、又は降車させることができる。 
（１）他の利用客の迷惑となるおそれのある者 
（２）安全な運行の妨げとなるおそれのある者 
（３）不正な方法等により利用しようとする者 

 （登録証の譲渡等の禁止） 
第 10 条 利用者は、登録証を他人に譲渡し、又は貸与してはならない。 
 （登録証の再交付） 
第 11 条 利用者は、登録証の管理を適切に行うこととし、紛失した場合には、

速やかに会長に届け出なければならない。 
２ 会長は、前項の届出があったときは、届出内容を審査し、届出理由が適当

であると認めたときは、登録証の再交付を決定し、利用者に再交付するもの

とする。 
 （その他） 
第 12 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 
   附 則 
 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成２５年２月５日改正） 
 この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別表第１（第３条・第５条関係） 

上之郷地区 

初瀬川上の一部（初瀬 337 番地内） 

 
別表第２（第５条関係） 

桜井駅 

済生会中和病院 

その他会長が必要と認める区域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



別記様式（第４条関係） 

 
桜井市デマンド型乗合タクシー利用登録申請書 

 
桜井市地域公共交通活性化再生協議会長 あて 

 
 私は、桜井市デマンド型乗合タクシーの運行方法及び利用方法を了解のうえ、 
下記のとおり利用登録を申請します。 
 なお、桜井市デマンド型乗合タクシーの予約受付事務が円滑に実施されるよ 
う、申請書に記入する個人情報を運行事業者に送付することについて、意義な 
く同意します。 

申 請 日 年   月   日 

住 所 
〒 

 

（ふりがな）  性   別 登録ＮＯ． 

利用者氏名 
（代表者） 

 男 ・ 女 
 

（ふりがな）  性   別 登録ＮＯ． 

利用者氏名  男 ・ 女 
 

（ふりがな）  性   別 登録ＮＯ． 

利用者氏名  男 ・ 女 
 

（ふりがな）  性   別 登録ＮＯ． 

利用者氏名  男 ・ 女 
 

電 話 番 号 
(ご自宅）     －      － 
(携 帯）     －      － 

 

収 受 日  

処 理 者  

登録証発行済  

処
理
欄 

担
当
課 

特 記 事 項  





平成２４年度、２５年度桜井市生活交通ネットワーク計画の変更について 
 

１．変更理由 

   桜井市デマンド型乗合タクシー運行要綱の変更に伴い、ネットワーク計画の該当箇

所を一部変更する。 

 

２．変更箇所 

 

  平成２４年度桜井市生活交通ネットワーク計画 

変更前 変更後 

   

 本文 項目１  本文 項目１ 

 上之郷地区 上之郷地区(初瀬川上の一部を含む) 

    

   

 表２ 項目３ 発地、営業区域 表２ 項目３ 発地、営業区域 

 上之郷地区 上之郷地区(初瀬川上の一部を含む) 

    

 

  平成２５年度桜井市生活交通ネットワーク計画 

変更前 変更後 

   

 本文 項目１ 本文 項目１ 

 上之郷地区 上之郷地区(初瀬川上の一部を含む) 

    

   

 表２ 項目３ 発地、営業区域 表２ 項目３ 発地、営業区域 

 上之郷地区 上之郷地区(初瀬川上の一部を含む) 
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平成２４年度 
 

桜井市生活交通ネットワーク計画 
 

桜井市地域公共交通活性化再生協議会 
会長職務代理者 西田 澄夫 

 
１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

(1) 目的 

桜井市地域公共交通総合連携計画に基づき、公共交通空白地域の解消や買い物・通

院、通学などの生活交通の確保を目的とし、桜井南部を運行対象とする「桜井市コミ

ニティバス多武峯線」、並びに桜井東部の上之郷地域(初瀬川上の一部を含む)におけ

る「デマンド型乗合タクシー」を運行し、地域住民の利用促進を積極的に図り、運行

事業計画の改善をしながら、地域公共交通確保維持改善事業に取り組む。 

 

(2) 必要性 

本市の地域公共交通システムを確保するためには、基幹路線＝鉄道・路線バスと地

域内路線（フィーダー機能を含む）＝路線バス・デマンド型乗合タクシーなどの運行

が必要である。 

コミニティバス多武峯線は、公共交通空白地域である桜井南部の多武峯地域におけ

る生活交通の確保及び登校のための交通手段として運行している。また、談山神社な

どの観光施設も沿線に存在しているため、観光振興の観点からも利用されている。 

デマンド型乗合タクシーは、同じく公共交通空白地である桜井東部の上之郷地域

(初瀬川上の一部を含む)における生活交通の確保のために、鉄道駅や総合病院のある

桜井市中心市街地を結び、高齢者等の通院などの手段として利用されている。 

 
２．地域公共交通確保維持事業に係る定量的な目標・効果 

(1) 事業の目標 

年 度 目 標 

平成２４年度 月当たりの利用者数を前年度比で増加させる。 

平成２５年度 月当たりの利用者数を前年度比で増加させる。 

平成２６年度 月当たりの利用者数を前年度比で増加させる。 

 
(2) 事業の効果 

コミニティバス多武峯線、デマンド型乗合タクシーの運行を維持確保することによ

り、沿線地域の交通弱者（高齢者等）の日常生活に必要不可欠な移動手段が確保され

資料６ 
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る。また、地域住民の利用について継続的に検証し、地域のニーズ等を加味しながら、

運行事業計画の見直しについて協議会で検討協議を重ね、地域に合った交通システム

が構築される。 

  また、多武峯線については観光振興による地域活性化を見込むことができる。 

 

３．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概
要及び運行予定者（表１） 

（地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」（５頁）を添付） 

①路線図 

（別添 「桜井市コミニティバス」路線図（６頁）参照） 

 

②予定している時刻表・運行期間 

（別添 「桜井市コミニティバス」時刻表（７、８頁）参照） 

 

③運送事業者の決定方法 

コミュニティバス多武峯線運行事業者選定については、道路運送法第４条の規定に

基づく一般旅客自動車運送事業の認可を受けている乗合バス事業者として、県内に奈

良交通、三重交通、熊野交通の３社が存在する。但し、三重交通、熊野交通は桜井市

を事業区域としておらず、当市で運行するためには事業区域の許可を得る必要がある

ため市内での運行は困難であり、市内又は近隣市町村に事業所又は営業所を有する事

業者の中から選定することで円滑な運行を行うことができると考える。この条件を充

たすのは、これまで桜井市内において路線バスを運行するとともに、宇陀市に営業所

を有する事業者である奈良交通株式会社のみとなる。 

また、デマンド型乗合タクシー運行事業者選定については、道路運送法第４条の規

定に基づく一般乗合タクシー自動車運送事業の認可を受けたものうち、市内の道路状

況等に精通するとともに、予約受付システムが整備された事業者の中から選定する必

要がある。 

このことから、条件を満たすのは、市内に営業所を有しているタクシー事業者に絞

られることから、奈良県タクシー協会桜井部会と協議した結果、上記条件を満たすの

は日の丸交通株式会社のみとなる。 

このことから、両路線運行事業者として、地方自治法施行令第１６７条の２第１項

第２号の規定に基づき、随意契約とし、コミニティバス多武峯線は奈良交通株式会社、

デマンド型乗合タクシーについては日の丸交通株式会社を運行委託事業者とした。 

 

④地域内フィーダー系統の補足資料（既存交通や地域間交通との関係や整合性、新規

性等） 

多武峯線は地域内路線と位置付け、基幹路線である既存の公共交通機関の路線バス
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＝地域間基幹バス系統（奈良交通バス 天理桜井線・桜井菟田野線・桜井飛鳥線）や

電車（ＪＲ西日本 桜井線・近畿日本鉄道 大阪線）に接続した。 

また、デマンド型乗合タクシーについても多武峯線と同じく基幹路線である既存の

公共交通機関の路線バス＝地域間基幹バス系統（奈良交通バス 天理桜井線・桜井菟

田野線・桜井飛鳥線）や電車（ＪＲ西日本 桜井線・近畿日本鉄道 大阪線）に接続

した。 

具体的には、地域の最寄鉄道駅である「長谷寺駅」、桜井市中心市街地にある鉄道

駅「桜井駅」とバス停留所「桜井駅北口」、地域の総合病院済生会中和病院と最寄バ

ス停留所「仁王堂」との接続であり、地域住民の意見を聞きながらルートや時刻表等

について協議し、生活路線となるよう調整した。 

また、両路線とも平成２２年度に地域公共交通活性化・再生総合事業として平成２

２～２３年度の２年間、実証運行を実施している。 

 

⑤運行事業者を選定した経緯 

（上記「③運送事業者の決定方法」と同じ） 

 
４．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担

額（表２） 
(地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表２」(９～１２頁)を添付） 

５．別表４の補助事業の基準ニに基づき、協議会が平日１日当たりの運行
回数が３回以上で足りると認めた系統の概要（表３） 
（地域フィーダー系統確保維持計画のため、記載なし） 

 

６．別表４の補助事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市
町村に準ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧（表４） 
（該当しないため、記載なし） 

 

７．地域公共交通確保維持事業を行う地域の概要（表５） 
（地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表５」(１３頁)を添付） 

 

８．車両の取得に係る目的・必要性 
（車両の取得を行わないため、記載なし） 

 

９．車両の取得に係る定量的な目標・効果 
（車両の取得を行わないため、記載なし） 

 

１０．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者、要する費用の
総額、負担者及びその負担額（表６及び表７） 
（車両の取得を行わないため、記載なし） 
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１１．協議会の開催状況と主な議論 

平成２３年８月２５日（平成２３年度第１回）桜井市地域公共交通活性化再生会議 

・ 地域公共交通確保維持改善事業について 

平成２４年１月２５日（平成２３年度第２回）桜井市地域公共交通活性化再生会議 

・ 生活交通ネットワーク計画の策定について 

 平成２４年５月３１日（平成２４年度第１回）桜井市地域公共交通活性化再生会議 

・事業内容について協議し、計画全体についての合意 

 

１２．利用者等の意見の反映状況 

桜井市地域公共交通活性化再生会議（法定協議会）の構成員に、住民又は利用者の代

表として「桜井市自治連合会長」、「(社)桜井市社会福祉協議会長」、「桜井市老人

クラブ連合会長」の代表者から意見を反映して本計画を作成した。 

 

１３．協議会メンバーの構成 

市長またはその指名する者 副市長 

一般乗合自動車運送事業者、そ

の他一般旅客自動車運送者及び

その組織する団体 

奈良交通(株)、(社)奈良県バス協会、奈良

県タクシー協会、(社)奈良県タクシー協会

桜井部会 

住民又は利用者の代表 
桜井市自治連合会長、(社)桜井市社会福祉

協議会長、桜井市老人クラブ連合会長 

近畿運輸局長（奈良運輸支局長）

又はその指名する者 
近畿運輸局奈良運輸支局長 

一般旅客自動車運送事業者の事

業用自動車の運転者が組織する

団体 

奈良県交通運輸産業労働組合協議会 

奈良県の関係行政機関の職員 
奈良県土木部道路・交通環境課長、奈良県

桜井土木事務所長、奈良県桜井警察署長 

その他、市長が必要と認めて任

命する者 
桜井市市長公室長 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所） 奈良県桜井市粟殿４３２番地の１ 

（所 属） 桜井市市長公室企画課 

（氏 名） 尾田 敏浩 

（電 話） ０７４４－４２－９１１１（代） 

（e-mail）kikaku@city.sakurai.nara.jp 

 



表２　地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額（地域内フィーダー系統（デマンド型運行）用）

１．申請事業者の概要

千円 千円

千円 千円

千円 千円

台 時間

２．時間当たり補助対象経常費用及び収益

３．補助対象系統ごとに要する費用、負担者とその負担割合

南近畿 2
乗合タク
シー

上之郷
地域(初
瀬川上
の一部
を含む)

上之郷
地域(初
瀬川上
の一部
を含む)

済生会
中和病
院

73 日 240 回 時間 960 時間

系統 時間 960 時間

南近畿 2

南近畿 2

円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

資料７

事業者名 日の丸交通株式会社

91983補助対象期間の
前々年度の
損益状況

営業外損益

24年度

31

経常費用（ロ）営業費用 3,171 千円

営業外収益 経常収益（イ）

乗 合 バ ス 事 業 ・ 自 家 用 有 償 旅 客 運 送

営業収益 836 千円

3,223

千円

営業外費用 52

南近畿 1,714円36銭 1972円.58銭 1,714円.36銭

補助対象事業者の
時間当たり経常費用

ロ÷ハ÷ニ＝ホ

4

補助対象期間の
前々年度の

１台当たりサービス
提供時間（ニ）

470.0

488円.82銭

経常損益 ▲ 2,304

補助対象期間の
前々年度の
保有車両数

（ハ）

▲ 2,335

地域時間当たり
標準経常費用

ヘ

時間当たり経常費用ホ
とヘのいずれか少ない額

ト

時間当たり経常収益
イ÷ハ÷ニ＝チ

28.51%

営業損益

経常収支率

補助ブロック名

計画サービス提供
時間

（リ－（ヌ＋ル））÷リ＝ヲ ワ

申請
番号

運行
系統名

運行系統

計画運行
日数

発地

補助ブ
ロック名

リ ヌ ル

計画運行
回数

１回当たりサービス提
供時間

リのうち補助ブロック
外

乗入部分に係るサー
ビス提供時間

リのうち同一補助
ブロック

市区町村外乗入
部分に係るサービ

ス提供時間
営業
区域

着地

0 100%4 時間 0 時間

補助ブロック外乗り入
れ部分及び同一補助
ブロック市区町村外乗

り入れ部分以外の
サービス提供時間の

比率

合計 4 時間 0 時間 0

補助対象
経常費用
の見込額

経常収益の
見込額

補助対象経常
費用から経常

収益を控除した
額

補助対象経費 補助対象経費の1/2
国庫補助
上限額

588 千円

ネ×1/2＝ナ ム

588.0 千円

ラ

国庫補助金
内定申請額

（ナ又はラのうち
いずれか少ない

ほうの額）

合計 469,267 円 1,176 千円 588 千円

469,267 円 1,176 千円

補助ブ
ロック名

申請
番号

タのうち補助ブ
ロック外乗入部
分及び同一補助
ブロック市区町

村外乗入部分以
外に係るもの

ト×ワ以下の額：カ
チ×ワ以上の

額：ヨ
カ－ヨ＝タ タ×ヲ＝ツ ネ

1,176,518 円

千円

都道府県 市区町村 その他の者

負担額 負担割合

ノの負担者とその負担割合

事業者自己負担
補助ブ
ロック名

申請
番号

経常費用から
経常収益を控除

した額

損失額から国庫
補助額を控除し

た額

ホ×ワ－ヨ＝ウ ウ－ム＝ノ

「その他の者」の
具体的概要

負担額 負担割合 負担額 負担割合負担額 負担割合

1,176,518 円 588,518 円合計

1,176,518 円

1,176,518 円

1,176,518 円

1,176,518 円

1,645,785 円

1,645,785 円



桜井市公共交通の今後のあり方について 

 

１．桜井市の現状（資料９） 

   市内コミュニティバスは、人口減少や少子高齢化、車社会化に伴い、年々乗降数が

減少している。少子高齢化や車社会化については桜井市に限らず全国的な問題となっ

ており、乗降数の減少はダイヤや路線の変更のみでは根本的な解決になるわけではな

い。今後は関係団体と連携し、対策を講ずる必要がある。 

 

 

２．奈良県公共交通の現状（資料１０、資料１１） 

   奈良交通が運行している、市町村をまたぐような広域バス路線のうち、中南部地域

は赤字が続いている。これまでは北部路線の収益による内部補填と、国・県からの補

助で中南部路線を維持していたが、現在では北部路線の減収に伴い不採算路線の維持

が困難となっている。これらのことより、奈良交通は市町村に対し、各路線の今後に

ついての判断を求めている。平成２７年度（平成２６年１０月）からの運行に反映す

るため、平成２５年１０月までに県協議会の場において、今後の方向性を示す必要が

ある。 

 

 

３．これからの桜井市の公共交通 

   先に述べたように、桜井市の公共交通は厳しい状況にあり、今後は乗降数の減少を

抑えるような対策だけでなく、市の交通政策の見直しをはかりたいと考えており、次

年度に協議会におはかりしたい。 

資料８ 



１７年度 62,876 32243 9466

１８年度 62,408 62567 21266

１９年度 62,246 57106 20807

２０年度 61,991 48477 18484

２１年度 61,799 42901 16937

２２年度 61,187 43166 14938 91200

２３年度 60,867 41488 13462 73491

※コミュニティバスは平成１７年１０月からの運行

資料９

桜井市の人口変化とコミュニティバス乗降数変化の比較

朝倉台線 多武峯線
輸送量

人口
初瀬線

0人

20000人

40000人

60000人

80000人

100000人

多武峯線

人口

初瀬線

朝倉台線
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